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○ 地域医療学習会を開催 
 去る6月23日（月）、小出北部公民館にて地域医療学習会を開催（参
加者56名）しました。 
 講師に、県職労医療部長の竹内勝彦氏を招き「地域医療を取り巻く現
状と課題」をテーマとして、講演をいただきました。 

当地区は、平成18年６月に県により「魚沼基幹病院（仮称）設置と
周辺病院再編のフレームについて（案）」が示され、県立小出・六日町
病院を統合し、公設民営の基幹病院が設置されることとなり、本年その
スケジュールが示されたことなどからあらためてその問題点等について
の提起でした。 
講演後、地域育成型の医師の確保の必要性や、医療現場の現状等質問・
意見も出されるなど、関心の高い問題であると痛感させられた日となり
ました。  

 また、講演後会場を移し、単組交流会を開催し、講演会の感想や反省
等活発な意見交換を行い、今後の支部活動の強化や北魚LSCの取り組み
について意思統一を行ってきました。  

今後の支部日程（抜粋） 
8月 平和の集い 
9月 列島クリーン活動 

10月 スポーツ交流会 
11月 農業問題学習会 
12月 支部総会（単代） 

単組紹介「小千谷市職員労働組合」編 

小千谷市職員労働組合は、小千谷市職員組合及び小千
谷市ガス水道労働組合で構成し、現在約４００名の組合
員で活動しています。普段は「眠れる労働組合」的な要
素？が伺われますが、ここ一発の時には、想像を遥かに
超えた団結力と行動力によりその存在価値を表します。 
 その団結力と行動力は、３年前の新潟県中越大震災の
際にも発揮されたと考えています。その後、能登沖、中
越沖、そして岩手・宮城内陸地震等と落ち着かない時勢
ですが、小千谷市職労として３年前の震災時を総括すべ
く特別活動を現在進めています。 
 人員削減、給与減額などの公務員に対する風当たりも
強く身体的にも精神的にも疲弊している状況ですが、組
合運営も改革しつつ新鮮な組織を常にめざしていきたい
と考えています。  






